






















































A 女 ? 162 55
B ? ? 171 67














24．3 18．5 46 普通
11月27日
?
25．3 23．3 48 普通
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文献cD 200以下 約400 一
文献d61 150 390～400 一
文献eη ｝ 約400 1470～1960
表6尿意排尿と我慢排尿における平均排尿量［me】
被験者A 被験者B 被験者C飲料
嵭ﾞ 尿意 我慢 尿意 我慢 尿意 我慢
ノンアルコール 220 400 140 300 200 390










被験者A 被験者B 被験者C 被験者A 被験者B 破験者C我慢
ﾀ界
條ﾔ





季節 飲料 季節 飲料 季節 飲料







最大廼 90 85 20 10 12015012040 50 60 10 60 最大値 90 70 90 85 15012012015060 60 50 60
最小廼 10 30 10 40 10 30 30 30 20 20 10 10 最小埴 10 10 10 30 10 20 10 20 10 10 10 10
華均廼 60 51 15 50 64 86 63 30
?
32 10 45 平均恒 59 36 47 54 15 50 64 10 32 28 25 35
標準嬌差 27 20 一 一 41 48 『 一
?
20 一 一 標準偏差 24 21
?
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一気 1．39 0．49 9










間隔 1．53 0．94 10
ノンア
求ｽ一ル
一気 2．9了 0．83 10
間隔 2．09 o．go 9被験者
@C アル
Rール
一気 1．70 0．28 12
間隔 2．00 0．79
?
4．結語
　排尿に関する被験者実験の結果をまとめると，次になる．
①温熱感の分野で提案されている蒸発散量算定式が適用できるが，RMRを適切に設定することが璽要となる．
②通常の排尿量（尿意排尿量）は，410～220［me／min］，我慢限界での排尿量（我慢排尿量）は300～400［me／min］の
　範囲にあった．飲料種別では，アルコール飲料（ビール）における排尿量の方がノンアルコール飲料（ウーロン
　茶）のそれより1割程度少なくなった．
③我慢限界時間は，冬季より夏季の方が長くなった．飲料種別では，夏季においてはほとんど差違は見られな
　いが，冬季においてはアルコール飲料の方がノンアルコール飲料より長くなった．
④尿生成速度は，1．29～2．97［me／min］の範囲であった．
　今後の課題としては，年齢別を加味して被験者数を増加するこζ，RMRに関して種々の作業程度を考慮するこ
と，総合的な体内水分移動モデルを作成すること，公園等のトイレ配置計画に係わる屋外での被験者実験を実
施することなどが挙げられる．
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